
青木理氏が語る

死刑制度の現実
OECD（経済協力開発機構）加盟 34カ国のうち、死刑
を国家として統一して執行しているのは日本のみであり、
日本は、国連の国際人権規約委員会や拷問禁止委員会
から死刑廃止の勧告を受け続けている状況です。
死刑制度は、死刑囚や被害者遺族などの事件当事者だ
けではなく、私たちが重大な犯罪にどのように向き合うべ
きかという視点で考えなければならない問題と言えます。
「絞首刑」著者でフリージャーナリストの青木理氏が来
仙し、豊富な取材に基づく死刑制度の現実についてお話
しいただきます。死刑制度を考える機会として、ぜひご参
加ください。

仙台弁護士会会員による模擬ディベート
ディベート

対談  青木  理氏
質疑応答

青木　理（ジャーナリスト）

長野県生まれ。慶應義塾大学文学部卒
業、共同通信社入社、多くの公安事件
や経済事件の取材に携わる。現在、フ
リージャーナリスト。著書として「絞
首刑」他。
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事前申込不要
参加費無料

仙台弁護士会館4階
午後6時から7月26日 火
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